
担当エディタ ・査読・判定内容をもと
に判断

著者

システム上で投稿

編集委員長

担当エディタ

査読者
(複数名)

・体裁等確認
・論文審査状況表作成

・査読者指名

・査読依頼

「エアロゾル研究」原著論文のエディタ制による審査の流れ

・最初の査読で全て指摘

判定D

編集委員長

編集委員会
全員で審議

判定B, C

著者

担当エディタ

判定A

編集委員長

著者

事務局

判定は下記4段階
A.このまま掲載
B.簡単な修正を要する
C.大幅な修正を要する
D.掲載すべきでない

差し戻し

編集委員会

担当エディタ

差し戻し

必要な場合
修正依頼

差し戻し

・担当エディタ指名
・作業開始依頼

・修正依頼

必要な場合
再査読依頼

・最終決裁
・最終判定通知

判定B, C

判定Dが妥当

判定A

判定D

「エアロゾル研究」編集委員会
2024年4月1日版

・修正稿

編集委員長と幹事が，月に2回，全ての

論文・記事の審査状況を確認する。査読
に時間を要している場合や一人以上の査
読者からD判定が出されている等の場合
には，担当エディタに随時確認する。
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